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繊維 to 繊維の目指す循環経済（現状の課題）

衣類の多くが未利用のまま焼却・埋立されており、循環への転換が求められている
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衣類のマテリアルフロー（2024年）
■ 衣類の国内新規供給量は計82万トン
■ 約7割に相当する計56万トンが手放され、未利用のまま廃棄されている

引用：環境省 R6循環型ファッションの推進方策に関する調査業務
「2024年版 衣類のマテリアルフロー」（R7年7月 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）

56万トン



繊維to繊維の循環経済の構築の技術面の課題は選別と分離技術の開発
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繊維リサイクルの課題（衣類の構成）
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現状の繊維リサイクル技術は
単一素材が前提

衣服は色々な素材で構成されている

■ 衣服のうち、約7０％は混紡・混織等の異素材の複合素材組成

衣服のそのままリサイクルが不可能、   単一素材化が必須
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複合素材
73％

単一素材
27%

衣服の組成割合

(例)高機能肌着の混率

組成
ポリエステル  34%
レーヨン 34%
アクリル 27%
ウレタン 5%

■ 組成表示｢100％」でも、実製品は附属品など異素材複合品

参考：環境省調査2023年（ナカノ株式会社協力）古着古布選別割合データ を基に著者作成



●効率的な分離技術の確立
●分離における前処理技術の確立

●バイオ技術（微生物発酵）を活用した繊
維素材原料への再資源化技術開発

● AIを活用した古着の選別の自動化
●素材識別、付属品分離の高速化

芯地

ポリエステル生地

樹脂ボタン

・素材混率 〇
・製品サイズ 〇
・裏地、芯地等副資材 ×
・リサイクル素材混率 ×
・二酸化炭素排出量 ×
・生産地 ×

・
・

現状 将来

情報量としては
不十分

十分な情報量
使用履歴

製品データベース化

ICタグ

繊維リサイクルの課題（工程技術の課題）02
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課題①
手作業での仕分け組成情報の取得

化
学
分
離

天繊維材
高混率

天然繊維
再生素材

課題②
衣料品から単一素材化までの分離技術

合成繊維
再生素材

再生素材

課題③ 副産物活用

合成繊維
高混率

選別 分離 再資源化回収

素材選別の高精度化、天然繊維と合成繊維の両方に対応した分離技術の開発が必要

副産物副産物

②衣料品から単一素材化までの分離 ③素材分離後の副産物の活用
①手作業選別の自動化による効率化

組成情報の取得
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◼ 繊維to繊維 資源循環構築コンソーシアム CFT2（Consortium for Fiber to Fiber）の設立

選別
選別 分離 資源化

コンソーシアム

• 回収衣料を選別・分離・再資源化により粗原料化

他繊維メーカー・商社

アパレル小売業 (SPA等)

他化学品メーカー

回収

繊維企業

衣料資源化
バイオプラットフォーム
（酵素/菌体開発）

未利用資源
の獲得

参考：環境省 令和2年度 ファッションと環境に関する調査業務(2020)

繊維メーカー5社

東レクラボウ

日清紡TX 帝人フロンティア

ニッケ

各社のルートで販売

繊維to繊維の資源循環の構造

繊維to繊維資源循環構築のコンソーシアムについて03

「バイオものづくり革命推進基金事業」に採択された「繊維to繊維の資源循環システム構築の実現に向けた研究開発・実証」
の実施、及び資源循環の実現を本コンソーシアムで目指します。
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循環経済の社会実装に向けた施策05

テーマ3 衣料回収行動促進とバイオリサイクル普及活動 テーマ1 バイオリサイクルのLCA実施とガイドライン化

テーマ2 環境配慮設計に関する標準化

回収業者

繊維製品メーカー

アパレル・小売り

生活者

衣類の資源循環の社会実装

• バイオ・メカニカル・ケミカルの各要素技術のLCAを実施

• 各要素技術を組み合わせ、複合素材の
リサイクルプロセスの一貫したLCAを実施、
環境負荷のより低いプロセスを設計

• 複合素材の
LCA算定ルールを整理

①衣料品回収量の安定確保のための施策

• 衣類回収イベント
• 認知度調査

②アパレル、製造者、消費者へ向けた
発信活動

• 展示会出展
• ブランディング

CO2
水

-開発するリサイクル技術・製品の社会実装に向け、LCA評価、および繊維業界・生活者の行動変容を促す施策を実施する

共同提案
6者

• リサイクル素材の需要創出、
普及のための基盤構築

• リサイクルに適した製品や環境負荷の
小さい素材の拡大のための
環境配慮設計の検討

国内外における
環境配慮動向の調査

開発するリサイクル技術に
適した製品条件の検討



繊維to繊維資源循環の実現にはリサイクル技術開発以外にも課題は多数存在するが、

ALL JAPANで解決に取り組みことが重要

日本の繊維事業者、バイオ研究機関6者で経産省との連携も強化し

世界初の複合繊維も対象とした”繊維to繊維”循環システムの構築を目指す

技術課題
①製品選別の自動化による効率化
②衣料品から単一素材化までの分離技術
③素材分離後の副産物の活用

その他の課題
①繊維to繊維の実現にはコストアップは避けられない。リサイクルに適した製品設計の提唱
②繊維to繊維の工程でのエネルギー消費量のディスクローズ手法の検討（LCA評価など）
③消費者への使用済み製品リサイクル推進への啓発活動
④リサイクル品のトレーサビリティ（真偽の評価、追跡)

繊維to繊維の国内資源循環実現に向けて06
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